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男鹿市訓令第４号 

 

   男鹿市職員の心身の故障による休職等の期間の取扱規程の一部を改正する訓令 

男鹿市職員の心身の故障による休職等の期間の取扱規程（令和６年男鹿市訓令第７号）の一部を次のように改

正する。 

 

改正後 改正前 

（再発等の場合の休職期間の通算等） （再発等の場合の休職期間の通算等） 

第３条 休職又は病気休暇の期間の限度及び再発した場合

の通算の取扱いについては、次に定めるところによる。 

第３条 休職又は病気休暇の期間の限度及び再発した場合

の通算の取扱いについては、次に定めるところによる。 

⑴及び⑵ （略） ⑴及び⑵ （略） 

⑶ 第１号及び第２号の規定に関わらず、人工透析療法、

抗がん剤治療、放射線治療等、定期的に入院又は通院

加療を行うことが医学的に見て明らかに必要と認めら

れる傷病による休職及び病気休暇は、それぞれ休職期

間及び病気休暇期間を通算しない。 

 

⑷及び⑸ （略） ⑶及び⑷ （略） 

備考 改正箇所は、下線が引かれた部分である。 

 

   附 則 

  この訓令は、令和８年４月１日から施行する。 


